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３３．．水水循循環環健健全全化化のの問問題題  

 

○○水水はは雨雨がが降降っってて地地下下にに浸浸透透しし、、湧湧きき出出ししてて川川にに流流れれ、、海海ににたたどどりり着着ききまますす。。そそししてて、、蒸蒸発発ししてて

雲雲ととななりり雨雨がが降降るるとといいううよよううにに循循環環をを繰繰りり返返ししてておおりり、、そそのの自自然然ののササイイククルルのの中中でで、、多多様様なな生生物物

のの命命をを育育むむととととももにに、、私私たたちちのの生生活活やや産産業業ににととっっててもも必必要要不不可可欠欠なな貴貴重重なな資資源源ととななっってていいまますす。。  

  

○○都都市市へへのの人人口口やや産産業業のの集集中中とと都都市市域域のの拡拡大大、、産産業業構構造造やや生生活活様様式式のの変変化化、、過過疎疎化化のの進進行行、、

近近年年のの気気象象変変化化等等をを背背景景にに、、局局地地的的豪豪雨雨のの発発生生回回数数がが増増加加ししたたここととにによよるる都都市市型型水水害害のの増増

大大、、ままたた平平常常時時のの河河川川流流量量のの減減少少やや水水質質のの悪悪化化等等、、様様々々なな水水問問題題がが顕顕著著ににななっっててききてていいまま

すす。。  

  

○○本本県県ににおおいいててもも、、適適切切にに管管理理さされれなないい森森林林のの増増加加やや都都市市化化進進展展にに伴伴うう保保水水力力のの低低下下、、河河川川

のの水水質質悪悪化化やや豊豊かかなな水水辺辺環環境境のの減減少少、、水水需需要要のの減減少少にに伴伴うう需需給給ババラランンススのの問問題題ななどど、、様様々々

なな水水問問題題がが発発生生ししてていいまますす。。ここれれららのの問問題題はは、、降降っったた雨雨がが海海ににたたどどりり着着くくままででのの自自然然のの水水循循環環

がが損損ななわわれれてていいるるここととにに起起因因ししてておおりり、、そそのの対対応応をを早早急急にに行行わわななけけれればばななりりまませせんん。。  

  

○○ここののよよううななここととをを踏踏ままええ、、県県内内各各流流域域ににおおけけるる「「健健全全なな水水循循環環」」をを創創出出すするるたためめ、、令令和和２２（（22002200））

年年４４月月にに、、県県水水循循環環・・森森林林・・景景観観環環境境部部をを新新設設しし、、源源流流・・上上流流域域かからら下下流流域域ままででをを一一体体的的にに捉捉

ええ、、関関係係すするる施施策策・・事事業業のの推推進進をを図図っってていいるるととこころろでですす。。  

 

４４．．森森林林機機能能のの低低下下  

 

○○森森林林はは、、水水源源ののかかんん養養、、山山地地災災害害のの防防止止、、土土壌壌のの保保全全、、生生物物多多様様性性のの保保全全ななどど公公益益的的なな機機

能能ををももっってていいまますす。。県県北北部部低低地地ににはは照照葉葉樹樹林林・・落落葉葉広広葉葉樹樹林林、、南南部部吉吉野野山山地地のの低低山山部部ののほほとと

んんどどににススギギ、、ヒヒノノキキのの人人工工林林、、高高山山部部ににはは温温帯帯性性落落葉葉広広葉葉樹樹林林、、亜亜高高山山帯帯針針葉葉樹樹林林とといいっったた

よよううにに多多様様なな森森林林がが存存在在しし、、ここれれらら森森林林のの持持つつ公公益益的的機機能能はは県県民民のの生生活活・・経経済済ににととっってて無無くくてて

ははななららなないいももののととななっってていいまますす。。  

  

○○一一方方、、長長引引くく林林業業のの不不振振、、森森林林管管理理のの担担いい手手のの減減少少等等にによよりり、、人人工工林林のの森森林林整整備備面面積積がが減減りり

続続けけ、、適適切切にに管管理理さされれてていいなないい森森林林がが多多くく見見らられれるるよよううににななりりままししたた。。人人工工林林ががここののまままま管管理理ささ

れれなないい状状態態がが続続くくとと、、樹樹冠冠がが閉閉鎖鎖しし土土壌壌にに光光がが届届かかななくくななるるここととでで、、下下層層植植生生がが衰衰退退すするるほほかか、、

幹幹のの細細長長いい所所謂謂モモヤヤシシ状状のの森森林林ととななりり、、防防災災機機能能やや生生物物多多様様性性保保全全機機能能ななどど森森林林のの持持つつ公公

益益的的機機能能がが低低下下すするるここととににななりりまますす。。  

  

○○ととりりわわけけ、、上上流流対対策策ととししててはは、、平平成成 2233（（22001111））年年にに発発生生ししたた紀紀伊伊半半島島大大水水害害をを契契機機にに、、森森林林管管

理理のの重重要要性性をを改改めめてて認認識識ししたたここととかからら、、ススイイススのの森森林林管管理理ののあありり方方をを研研究究しし、、本本県県のの森森林林環環境境

管管理理制制度度のの枠枠組組とと方方向向性性をを定定めめたた「「奈奈良良県県森森林林環環境境のの維維持持向向上上にによよりり森森林林とと人人ととのの恒恒久久的的なな

共共生生をを図図るる条条例例」」をを令令和和２２（（22002200））年年３３月月にに制制定定ししままししたた。。ここのの条条例例にに基基づづきき、、森森林林のの４４機機能能（（防防

災災、、森森林林資資源源生生産産、、生生物物多多様様性性保保全全、、レレククリリエエーーシショョンン））をを高高度度にに発発揮揮すするる新新たたなな森森林林環環境境管管

理理制制度度のの導導入入をを進進めめてていいるるととこころろでですす。。  
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１１．．「「奈奈良良新新『『都都』』づづくくりり戦戦略略 22002200」」のの推推進進  

 

○○本本県県でではは、、県県政政のの重重要要課課題題へへのの取取組組とと国国のの動動ききををママッッチチンンググささせせるるべべくく「「奈奈良良県県地地方方創創生生本本

部部」」をを平平成成 2266（（22001144））年年８８月月にに設設置置しし、、本本県県独独自自のの地地方方創創生生にに必必要要ととななるる政政策策分分野野をを「「住住んんでで

良良しし」」「「働働いいてて良良しし」」「「訪訪れれてて良良しし」」とといいうう３３つつのの基基本本目目標標のの下下でで体体系系的的にに整整理理ししたた「「奈奈良良県県地地方方

創創生生総総合合戦戦略略」」（（計計画画期期間間：：平平成成 2277（（22001155））年年度度～～平平成成 3311（（22001199））年年度度））をを平平成成 2277（（22001155））年年 1122

月月にに策策定定しし、、地地方方創創生生のの実実現現にに向向けけ、、取取組組をを進進めめててききままししたた。。  

  

○○ここのの地地方方創創生生ををささららにに推推進進しし、、「「ももっっとと良良くくななるる奈奈良良」」をを目目指指すすににはは、、ここれれままでで着着実実にに積積みみ上上げげ

ててききたた土土台台をを元元手手にに、、知知恵恵とと工工夫夫をを積積みみ重重ねねるるここととがが必必要要ででああるるここととかからら、、令令和和２２（（22002200））年年２２月月

にに県県政政発発展展のの「「目目標標とと道道筋筋」」ととななるる「「奈奈良良新新『『都都』』づづくくりり戦戦略略 22002200」」をを策策定定ししままししたた。。  

  

○○本本計計画画ににおおいいててもも、、「「奈奈良良新新『『都都』』づづくくりり戦戦略略 22002200」」にに掲掲げげるる施施策策（（環環境境関関連連））をを重重点点的的にに推推進進

ししまますす。。  

  

２２．．人人口口減減少少・・少少子子高高齢齢化化のの進進行行  

 

○○本本県県のの人人口口はは、、令令和和２２（（22002200））年年１１月月現現在在でで約約 113333万万人人でであありり、、令令和和 4422（（22006600））年年ににはは約約 8844万万

人人ままでで減減少少すするるとと予予想想さされれてていいまますす｡｡ままたた、、世世帯帯のの少少人人数数化化とと世世帯帯数数のの増増加加、、高高齢齢化化のの進進展展、、

ラライイフフススタタイイルルのの変変化化等等にによよりり、、エエネネルルギギーー消消費費量量ややごごみみ排排出出量量ななどど一一人人ああたたりりのの環環境境負負荷荷はは

増増加加すするる傾傾向向ににああるるとと考考ええらられれまますす。。  

  

○○人人口口減減少少・・少少子子高高齢齢社社会会がが進進行行ししてていいくくななかか環環境境負負荷荷をを低低減減すするるたためめににはは、、ここれれままでで以以上上にに

一一人人ひひととりりがが環環境境保保全全のの担担いい手手ととししててのの意意識識をを高高めめ、、地地域域のの安安全全・・安安心心のの確確保保にに大大ききなな役役割割

をを果果たたすす地地域域ココミミュュニニテティィのの活活力力をを高高めめてていいくくここととがが必必要要でですす。。  

  

○○農農林林業業のの担担いい手手のの減減少少・・高高齢齢化化はは、、適適切切にに管管理理さされれてていいなないい森森林林やや里里地地・・里里山山のの荒荒廃廃をを招招くく

要要因因ととななりり、、森森林林やや農農地地にによよるる水水質質・・大大気気浄浄化化、、洪洪水水緩緩和和ななどどのの公公益益的的機機能能のの低低下下をを招招きき、、森森

かからら里里、、里里かからら川川、、川川かからら海海とといいうう森森里里川川海海ののつつななががりり・・循循環環のの中中でで、、様様々々なな悪悪影影響響をを及及ぼぼすす

ここととににななりりまますす。。ままたた、、野野生生動動植植物物のの生生息息･･生生育育環環境境のの劣劣化化がが生生じじるるこことともも懸懸念念さされれまますす。。  
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理理のの重重要要性性をを改改めめてて認認識識ししたたここととかからら、、ススイイススのの森森林林管管理理ののあありり方方をを研研究究しし、、本本県県のの森森林林環環境境

管管理理制制度度のの枠枠組組とと方方向向性性をを定定めめたた「「奈奈良良県県森森林林環環境境のの維維持持向向上上にによよりり森森林林とと人人ととのの恒恒久久的的なな

共共生生をを図図るる条条例例」」をを令令和和２２（（22002200））年年３３月月にに制制定定ししままししたた。。ここのの条条例例にに基基づづきき、、森森林林のの４４機機能能（（防防

災災、、森森林林資資源源生生産産、、生生物物多多様様性性保保全全、、レレククリリエエーーシショョンン））をを高高度度にに発発揮揮すするる新新たたなな森森林林環環境境管管

理理制制度度のの導導入入をを進進めめてていいるるととこころろでですす。。  
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第第 22編編  社社会会情情勢勢のの変変化化とと環環境境ととのの関関わわりり 

 

１１．．「「奈奈良良新新『『都都』』づづくくりり戦戦略略 22002200」」のの推推進進  

 

○○本本県県でではは、、県県政政のの重重要要課課題題へへのの取取組組とと国国のの動動ききををママッッチチンンググささせせるるべべくく「「奈奈良良県県地地方方創創生生本本

部部」」をを平平成成 2266（（22001144））年年８８月月にに設設置置しし、、本本県県独独自自のの地地方方創創生生にに必必要要ととななるる政政策策分分野野をを「「住住んんでで

良良しし」」「「働働いいてて良良しし」」「「訪訪れれてて良良しし」」とといいうう３３つつのの基基本本目目標標のの下下でで体体系系的的にに整整理理ししたた「「奈奈良良県県地地方方

創創生生総総合合戦戦略略」」（（計計画画期期間間：：平平成成 2277（（22001155））年年度度～～平平成成 3311（（22001199））年年度度））をを平平成成 2277（（22001155））年年 1122

月月にに策策定定しし、、地地方方創創生生のの実実現現にに向向けけ、、取取組組をを進進めめててききままししたた。。  

  

○○ここのの地地方方創創生生ををささららにに推推進進しし、、「「ももっっとと良良くくななるる奈奈良良」」をを目目指指すすににはは、、ここれれままでで着着実実にに積積みみ上上げげ

ててききたた土土台台をを元元手手にに、、知知恵恵とと工工夫夫をを積積みみ重重ねねるるここととがが必必要要ででああるるここととかからら、、令令和和２２（（22002200））年年２２月月

にに県県政政発発展展のの「「目目標標とと道道筋筋」」ととななるる「「奈奈良良新新『『都都』』づづくくりり戦戦略略 22002200」」をを策策定定ししままししたた。。  

  

○○本本計計画画ににおおいいててもも、、「「奈奈良良新新『『都都』』づづくくりり戦戦略略 22002200」」にに掲掲げげるる施施策策（（環環境境関関連連））をを重重点点的的にに推推進進

ししまますす。。  

  

２２．．人人口口減減少少・・少少子子高高齢齢化化のの進進行行  

 

○○本本県県のの人人口口はは、、令令和和２２（（22002200））年年１１月月現現在在でで約約 113333万万人人でであありり、、令令和和 4422（（22006600））年年ににはは約約 8844万万

人人ままでで減減少少すするるとと予予想想さされれてていいまますす｡｡ままたた、、世世帯帯のの少少人人数数化化とと世世帯帯数数のの増増加加、、高高齢齢化化のの進進展展、、

ラライイフフススタタイイルルのの変変化化等等にによよりり、、エエネネルルギギーー消消費費量量ややごごみみ排排出出量量ななどど一一人人ああたたりりのの環環境境負負荷荷はは

増増加加すするる傾傾向向ににああるるとと考考ええらられれまますす。。  

  

○○人人口口減減少少・・少少子子高高齢齢社社会会がが進進行行ししてていいくくななかか環環境境負負荷荷をを低低減減すするるたためめににはは、、ここれれままでで以以上上にに

一一人人ひひととりりがが環環境境保保全全のの担担いい手手ととししててのの意意識識をを高高めめ、、地地域域のの安安全全・・安安心心のの確確保保にに大大ききなな役役割割

をを果果たたすす地地域域ココミミュュニニテティィのの活活力力をを高高めめてていいくくここととがが必必要要でですす。。  

  

○○農農林林業業のの担担いい手手のの減減少少・・高高齢齢化化はは、、適適切切にに管管理理さされれてていいなないい森森林林やや里里地地・・里里山山のの荒荒廃廃をを招招くく

要要因因ととななりり、、森森林林やや農農地地にによよるる水水質質・・大大気気浄浄化化、、洪洪水水緩緩和和ななどどのの公公益益的的機機能能のの低低下下をを招招きき、、森森

かからら里里、、里里かからら川川、、川川かからら海海とといいうう森森里里川川海海ののつつななががりり・・循循環環のの中中でで、、様様々々なな悪悪影影響響をを及及ぼぼすす

ここととににななりりまますす。。ままたた、、野野生生動動植植物物のの生生息息･･生生育育環環境境のの劣劣化化がが生生じじるるこことともも懸懸念念さされれまますす。。  
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６６．．気気候候変変動動へへのの適適応応  

 

○○近近年年のの気気象象災災害害のの激激甚甚化化はは、、地地球球温温暖暖化化がが一一因因ととさされれてておおりり、、今今もも排排出出さされれ続続けけてていいるる温温室室

効効果果ガガススのの増増加加にによよっってて、、今今後後、、豪豪雨雨災災害害等等のの更更ななるる頻頻発発化化・・激激甚甚化化ななどどがが予予測測さされれてていいまま

すす。。ままたた、、気気温温のの上上昇昇、、降降水水量量のの変変化化ななどど様様々々なな気気候候のの変変化化にによよりり、、自自然然災災害害だだけけででななくく、、食食

料料、、健健康康ななどど様様々々なな面面でで影影響響がが生生じじるるこことともも予予想想さされれ、、将将来来世世代代ににわわたたるる影影響響がが強強くく懸懸念念さされれ

てていいまますす。。本本県県ににおおいいててもも、、過過去去 5500年年間間でで平平均均気気温温がが約約 11..00度度上上昇昇しし、、ソソメメイイヨヨシシノノのの開開花花

時時期期のの早早ままりり、、ままたた、、短短時時間間強強雨雨（（１１時時間間降降水水量量 3300 ミミリリ以以上上））のの観観測測回回数数のの増増加加ななどど、、私私たたちち

のの身身近近ななととこころろににもも気気候候変変動動のの影影響響がが現現れれててききてていいまますす。。  

  

      ○○気気温温上上昇昇をを抑抑ええ、、気気候候変変動動にによよるる影影響響をを緩緩和和ししてていいくくたためめ、、ここれれままでで温温室室効効果果ガガススのの排排出出抑抑

制制のの取取組組ととししてて、、徹徹底底ししたた省省エエネネのの実実施施やや再再生生可可能能エエネネルルギギーーのの導導入入、、二二酸酸化化炭炭素素吸吸収収源源とと

ししててのの森森林林整整備備をを進進めめてていいまますすがが、、同同時時にに既既にに現現れれてていいるる影影響響やや中中長長期期的的にに避避けけらられれなないい

影影響響にによよるる被被害害をを回回避避・・軽軽減減すするる適適応応対対策策をを進進めめるるこことともも必必要要でですす。。  

○○本本県県がが実実施施ししたた県県民民WWeebbアアンンケケーートト（（令令和和２２（（22002200））年年８８月月））にによよるる「「環環境境問問題題にに関関すするる意意識識調調

査査」」ににおおいいてて、、様様々々なな環環境境問問題題のの中中ででもも、、「「気気候候変変動動のの影影響響」」へへのの関関心心がが約約 7755％％とと最最もも高高くく、、

自自然然災災害害やや水水環環境境・・水水資資源源へへのの対対策策をを求求めめるる声声がが多多くく寄寄せせらられれてていいまますす。。  

○○温温暖暖化化対対策策はは、、今今後後よよりり一一層層、、国国際際社社会会がが協協調調ししてて取取りり組組ままななけけれればばななららなないい地地球球規規模模のの課課

題題でですすがが、、気気候候変変動動のの影影響響はは、、気気候候、、地地形形、、社社会会条条件件等等にによよっっててそそのの内内容容やや程程度度がが異異ななるるとと

ととももにに、、温温暖暖化化にに適適応応すするるここととがが地地域域づづくくりりににももつつななががるるここととかからら、、地地域域がが主主体体ととななっってて取取りり組組

むむここととがが求求めめらられれまますす。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：奈良地方気象台 

出典：奈良地方気象台 
出典：奈良地方気象台 

図図２２－－７７  奈奈良良ののソソメメイイヨヨシシノノのの開開花花日日のの平平均均差差（（11995544年年～～22002200年年））  

図図２２－－５５  奈奈良良のの年年平平均均気気温温のの推推移移（（11995544年年～～22001199年年））  図図２２－－６６  奈奈良良県県内内アアメメダダスス１１時時間間降降水水量量 3300 ミミリリ以以上上のの  

年年間間観観測測回回数数  
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５５．．「「低低炭炭素素社社会会」」かからら「「脱脱炭炭素素社社会会」」へへ  

 

○○平平成成 2266（（22001144））年年 1111 月月にに公公表表さされれたた気気候候変変動動にに関関すするる政政府府間間パパネネルル（（IIPPCCCC））第第 55 次次評評価価報報

告告書書でではは、、地地球球温温暖暖化化のの原原因因はは、、二二酸酸化化炭炭素素ををははじじめめととすするる人人のの活活動動にに起起因因すするる温温室室効効果果

ガガススのの増増加加にによよるるももののととさされれ、、そそのの翌翌年年ににフフラランンススののパパリリでで開開催催さされれたた CCOOPP2211（（国国連連気気候候変変動動

枠枠組組みみ条条約約第第 2211回回締締約約国国会会議議））ににおおいいててはは、、「「産産業業革革命命前前かかららのの気気温温上上昇昇ををよよりり十十分分低低くく保保

つつととととももにに、、11..55 度度にに抑抑ええるるよようう努努力力すするる」」ここととをを目目的的ととすするる「「パパリリ協協定定」」がが採採択択さされれままししたた。。ままたた、、

平平成成 3300（（22001188））年年 1100月月にに開開催催さされれたた IIPPCCCC総総会会でで承承認認・・受受諾諾さされれたた特特別別報報告告書書でではは、、将将来来のの

気気温温上上昇昇をを 11..55 度度にに抑抑ええるるたためめににはは、、22005500 年年前前後後ににはは二二酸酸化化炭炭素素排排出出量量をを正正味味ゼゼロロととししなな

けけれればばななららなないいここととななどどがが示示さされれてていいまますす。。  

  

○○国国はは、、令令和和元元（（22001199））年年66月月にに閣閣議議決決定定さされれたた「「パパリリ協協定定にに基基づづくく成成長長戦戦略略ととししててのの長長期期戦戦略略」」

ににおおいいてて、、最最終終到到達達点点ととししてて「「脱脱炭炭素素社社会会」」をを掲掲げげ、、温温室室効効果果ガガススのの削削減減にに大大胆胆にに取取りり組組むむここ

ととととししてていいまますす。。ままたた、、令令和和２２（（22002200））年年 1100 月月のの内内閣閣総総理理大大臣臣所所信信表表明明演演説説ににおおいいてて、、  「「我我がが

国国はは、、22005500年年ままででにに、、温温室室効効果果ガガススのの排排出出をを全全体体ととししててゼゼロロににすするる、、すすななわわちち 22005500年年カカーーボボ

ンンニニュューートトララルル、、脱脱炭炭素素社社会会のの実実現現をを目目指指すす」」ここととをを宣宣言言ししてておおりり、、脱脱炭炭素素社社会会にに向向けけてて総総力力

をを挙挙げげてて取取りり組組むむここととがが示示さされれままししたた。。  

  

○○本本県県でではは、、東東日日本本大大震震災災後後のの国国ののエエネネルルギギーー政政策策のの見見直直しし、、電電力力需需給給逼逼迫迫状状況況、、及及びび紀紀伊伊

半半島島大大水水害害ででのの教教訓訓をを踏踏ままええ、、平平成成 2255（（22001133））年年 33 月月にに「「奈奈良良県県エエネネルルギギーービビジジョョンン」」をを策策定定

ししてて以以降降、、再再生生可可能能エエネネルルギギーーのの普普及及拡拡大大やや省省エエネネ・・節節電電等等にに取取りり組組んんででいいまますす。。今今後後もも、、ここ

れれままででのの成成果果等等をを踏踏ままええ、、温温室室効効果果ガガスス排排出出実実質質ゼゼロロをを目目指指しし、、ささららななるる取取組組がが必必要要でですす。。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再再生生可可能能エエネネルルギギーー設設備備導導入入量量（（奈奈良良県県））  電電力力消消費費量量削削減減率率のの推推移移（（奈奈良良県県））  

出典：資源エネルギー庁 出典：資源エネルギー庁 

温温室室効効果果ガガスス排排出出量量のの推推移移（（森森林林吸吸収収含含むむ））  

図図２２－－２２  再再生生可可能能エエネネルルギギーー設設備備導導入入量量（（奈奈良良県県））  図図２２－－３３  電電力力消消費費量量削削減減率率のの推推移移（（奈奈良良県県））  

図図２２－－４４  温温室室効効果果ガガスス排排出出量量のの推推移移（（森森林林吸吸収収含含むむ））  
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６６．．気気候候変変動動へへのの適適応応  

 

○○近近年年のの気気象象災災害害のの激激甚甚化化はは、、地地球球温温暖暖化化がが一一因因ととさされれてておおりり、、今今もも排排出出さされれ続続けけてていいるる温温室室

効効果果ガガススのの増増加加にによよっってて、、今今後後、、豪豪雨雨災災害害等等のの更更ななるる頻頻発発化化・・激激甚甚化化ななどどがが予予測測さされれてていいまま

すす。。ままたた、、気気温温のの上上昇昇、、降降水水量量のの変変化化ななどど様様々々なな気気候候のの変変化化にによよりり、、自自然然災災害害だだけけででななくく、、食食

料料、、健健康康ななどど様様々々なな面面でで影影響響がが生生じじるるこことともも予予想想さされれ、、将将来来世世代代ににわわたたるる影影響響がが強強くく懸懸念念さされれ

てていいまますす。。本本県県ににおおいいててもも、、過過去去 5500年年間間でで平平均均気気温温がが約約 11..00度度上上昇昇しし、、ソソメメイイヨヨシシノノのの開開花花

時時期期のの早早ままりり、、ままたた、、短短時時間間強強雨雨（（１１時時間間降降水水量量 3300 ミミリリ以以上上））のの観観測測回回数数のの増増加加ななどど、、私私たたちち

のの身身近近ななととこころろににもも気気候候変変動動のの影影響響がが現現れれててききてていいまますす。。  

  

      ○○気気温温上上昇昇をを抑抑ええ、、気気候候変変動動にによよるる影影響響をを緩緩和和ししてていいくくたためめ、、ここれれままでで温温室室効効果果ガガススのの排排出出抑抑

制制のの取取組組ととししてて、、徹徹底底ししたた省省エエネネのの実実施施やや再再生生可可能能エエネネルルギギーーのの導導入入、、二二酸酸化化炭炭素素吸吸収収源源とと

ししててのの森森林林整整備備をを進進めめてていいまますすがが、、同同時時にに既既にに現現れれてていいるる影影響響やや中中長長期期的的にに避避けけらられれなないい

影影響響にによよるる被被害害をを回回避避・・軽軽減減すするる適適応応対対策策をを進進めめるるこことともも必必要要でですす。。  

○○本本県県がが実実施施ししたた県県民民WWeebbアアンンケケーートト（（令令和和２２（（22002200））年年８８月月））にによよるる「「環環境境問問題題にに関関すするる意意識識調調

査査」」ににおおいいてて、、様様々々なな環環境境問問題題のの中中ででもも、、「「気気候候変変動動のの影影響響」」へへのの関関心心がが約約 7755％％とと最最もも高高くく、、

自自然然災災害害やや水水環環境境・・水水資資源源へへのの対対策策をを求求めめるる声声がが多多くく寄寄せせらられれてていいまますす。。  

○○温温暖暖化化対対策策はは、、今今後後よよりり一一層層、、国国際際社社会会がが協協調調ししてて取取りり組組ままななけけれればばななららなないい地地球球規規模模のの課課

題題でですすがが、、気気候候変変動動のの影影響響はは、、気気候候、、地地形形、、社社会会条条件件等等にによよっっててそそのの内内容容やや程程度度がが異異ななるるとと

ととももにに、、温温暖暖化化にに適適応応すするるここととがが地地域域づづくくりりににももつつななががるるここととかからら、、地地域域がが主主体体ととななっってて取取りり組組

むむここととがが求求めめらられれまますす。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：奈良地方気象台 

出典：奈良地方気象台 
出典：奈良地方気象台 

図図２２－－７７  奈奈良良ののソソメメイイヨヨシシノノのの開開花花日日のの平平均均差差（（11995544年年～～22002200年年））  

図図２２－－５５  奈奈良良のの年年平平均均気気温温のの推推移移（（11995544年年～～22001199年年））  図図２２－－６６  奈奈良良県県内内アアメメダダスス１１時時間間降降水水量量 3300 ミミリリ以以上上のの  

年年間間観観測測回回数数  
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５５．．「「低低炭炭素素社社会会」」かからら「「脱脱炭炭素素社社会会」」へへ  

 

○○平平成成 2266（（22001144））年年 1111 月月にに公公表表さされれたた気気候候変変動動にに関関すするる政政府府間間パパネネルル（（IIPPCCCC））第第 55 次次評評価価報報

告告書書でではは、、地地球球温温暖暖化化のの原原因因はは、、二二酸酸化化炭炭素素ををははじじめめととすするる人人のの活活動動にに起起因因すするる温温室室効効果果

ガガススのの増増加加にによよるるももののととさされれ、、そそのの翌翌年年ににフフラランンススののパパリリでで開開催催さされれたた CCOOPP2211（（国国連連気気候候変変動動

枠枠組組みみ条条約約第第 2211回回締締約約国国会会議議））ににおおいいててはは、、「「産産業業革革命命前前かかららのの気気温温上上昇昇ををよよりり十十分分低低くく保保

つつととととももにに、、11..55 度度にに抑抑ええるるよようう努努力力すするる」」ここととをを目目的的ととすするる「「パパリリ協協定定」」がが採採択択さされれままししたた。。ままたた、、

平平成成 3300（（22001188））年年 1100月月にに開開催催さされれたた IIPPCCCC総総会会でで承承認認・・受受諾諾さされれたた特特別別報報告告書書でではは、、将将来来のの

気気温温上上昇昇をを 11..55 度度にに抑抑ええるるたためめににはは、、22005500 年年前前後後ににはは二二酸酸化化炭炭素素排排出出量量をを正正味味ゼゼロロととししなな

けけれればばななららなないいここととななどどがが示示さされれてていいまますす。。  

  

○○国国はは、、令令和和元元（（22001199））年年66月月にに閣閣議議決決定定さされれたた「「パパリリ協協定定にに基基づづくく成成長長戦戦略略ととししててのの長長期期戦戦略略」」

ににおおいいてて、、最最終終到到達達点点ととししてて「「脱脱炭炭素素社社会会」」をを掲掲げげ、、温温室室効効果果ガガススのの削削減減にに大大胆胆にに取取りり組組むむここ

ととととししてていいまますす。。ままたた、、令令和和２２（（22002200））年年 1100 月月のの内内閣閣総総理理大大臣臣所所信信表表明明演演説説ににおおいいてて、、  「「我我がが

国国はは、、22005500年年ままででにに、、温温室室効効果果ガガススのの排排出出をを全全体体ととししててゼゼロロににすするる、、すすななわわちち 22005500年年カカーーボボ

ンンニニュューートトララルル、、脱脱炭炭素素社社会会のの実実現現をを目目指指すす」」ここととをを宣宣言言ししてておおりり、、脱脱炭炭素素社社会会にに向向けけてて総総力力

をを挙挙げげてて取取りり組組むむここととがが示示さされれままししたた。。  

  

○○本本県県でではは、、東東日日本本大大震震災災後後のの国国ののエエネネルルギギーー政政策策のの見見直直しし、、電電力力需需給給逼逼迫迫状状況況、、及及びび紀紀伊伊

半半島島大大水水害害ででのの教教訓訓をを踏踏ままええ、、平平成成 2255（（22001133））年年 33 月月にに「「奈奈良良県県エエネネルルギギーービビジジョョンン」」をを策策定定

ししてて以以降降、、再再生生可可能能エエネネルルギギーーのの普普及及拡拡大大やや省省エエネネ・・節節電電等等にに取取りり組組んんででいいまますす。。今今後後もも、、ここ

れれままででのの成成果果等等をを踏踏ままええ、、温温室室効効果果ガガスス排排出出実実質質ゼゼロロをを目目指指しし、、ささららななるる取取組組がが必必要要でですす。。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再再生生可可能能エエネネルルギギーー設設備備導導入入量量（（奈奈良良県県））  電電力力消消費費量量削削減減率率のの推推移移（（奈奈良良県県））  

出典：資源エネルギー庁 出典：資源エネルギー庁 

温温室室効効果果ガガスス排排出出量量のの推推移移（（森森林林吸吸収収含含むむ））  

図図２２－－２２  再再生生可可能能エエネネルルギギーー設設備備導導入入量量（（奈奈良良県県））  図図２２－－３３  電電力力消消費費量量削削減減率率のの推推移移（（奈奈良良県県））  

図図２２－－４４  温温室室効効果果ガガスス排排出出量量のの推推移移（（森森林林吸吸収収含含むむ））  
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８８．．SSDDGGssへへのの取取組組  

 

      ○○22001155 年年 99 月月のの国国連連ササミミッットトににおおいいてて、、豊豊かかささをを追追求求ししななががらら地地球球環環境境をを守守りり、、そそししてて「「誰誰一一人人

取取りり残残ささなないい」」ここととをを掲掲げげ、、22003300 年年ままででにに環環境境保保全全、、経経済済活活動動のの発発展展、、社社会会のの向向上上をを統統合合的的にに

実実現現すするるたためめのの世世界界共共通通のの普普遍遍的的なな目目標標ととししてて、、「「持持続続可可能能なな開開発発目目標標」」（（ SSDDGGss  ：：  

SSuussttaaiinnaabbllee  DDeevveellooppmmeenntt  GGooaallss））がが採採択択さされれままししたた。。国国ににおおいいててはは、、総総理理大大臣臣をを本本部部長長ととすするる

「「SSDDGGss推推進進本本部部（（平平成成 2288（（22001166））年年 55月月設設置置））」」でで策策定定ししたた「「SSDDGGss実実施施指指針針」」及及びび具具体体的的施施策策

をを取取りりままととめめたた「「SSDDGGssアアククシショョンンププラランン」」にに基基づづきき、、そそのの推推進進にに取取りり組組んんででいいまますす。。  

        ここれれららはは、、環環境境分分野野ににもも大大ききくく関関係係ししてておおりり、、世世界界共共通通のの普普遍遍的的なな目目標標ととししてて、、全全国国的的・・国国民民的的

なな実実践践活活動動ととすするるたためめににはは、、各各地地域域がが、、地地域域レレベベルルでで SSDDGGssのの開開発発目目標標にに対対ししてて積積極極的的にに取取

りり組組むむ必必要要ががあありりまますす。。  

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：国際連合広報センターＷＥＢサイト 

 

図図２２－－1122  SSDDGGｓｓ  1177ののアアイイココンン  
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７７．．価価値値観観やや行行動動意意識識のの変変化化  

 

○○内内閣閣府府のの世世論論調調査査ににおおいいてて、、物物にに関関連連すするる国国民民のの意意識識はは、、物物のの豊豊かかささよよりり心心のの豊豊かかささをを重重視視

すするる人人のの割割合合がが大大ききくくななっってていいるるななどど、、物物のの豊豊かかささかからら心心のの豊豊かかささへへとと変変わわっっててききてていいまますす。。まま

たた、、物物をを買買うう際際にに、、品品質質のの良良ささやや長長くく使使ええるるこことと等等をを重重視視すするる人人のの割割合合はは、、長長期期でで見見るるとと増増加加

ししててききてていいるるもものののの、、直直近近デデーータタでではは減減少少のの傾傾向向もも見見らられれてていいまますす。。ここののよよううなな中中でで、、物物やや資資

源源をを大大切切ににすするる環環境境にに配配慮慮ししたた暮暮ららしし（（エエシシカカルル消消費費））をを促促すすここととがが、、今今ままでで以以上上にに重重要要ととななりり、、

「「環環境境配配慮慮」」がが物物・・ササーービビススのの高高付付加加価価値値化化ににつつななががるるよよううなな工工夫夫がが必必要要ととななりりまますす。。  

※※エエシシカカルル消消費費･･････地地域域のの活活性性化化やや雇雇用用ななどどもも含含むむ、、人人やや社社会会・・環環境境にに配配慮慮ししたた消消費費行行動動ののこことと。。  

  

○○ままたた、、同同世世論論調調査査ででもも分分かかるるよよううにに、、社社会会へへのの貢貢献献意意識識がが高高ままっっててききてていいまますす。。一一方方、、人人口口減減

少少やや高高齢齢化化、、核核家家族族化化ななどどとと相相ままっってて地地域域ココミミュュニニテティィのの衰衰退退がが懸懸念念さされれるるななかか、、地地域域ココミミュュニニ

テティィにに活活力力ががああるる場場合合ににはは、、環環境境保保全全ににもも積積極極的的にに取取りり組組ままれれるるここととがが多多くくななるるここととかからら、、地地域域

ココミミュュニニテティィのの活活性性化化とと環環境境保保全全のの取取組組のの好好循循環環をを創創りり出出すすここととがが必必要要ととななりりまますす。。  

  

○○ココロロナナ禍禍ににおおけけるる新新たたなな生生活活様様式式ととととももにに、、人人々々のの価価値値観観やや行行動動意意識識にに大大ききなな変変化化ををももたたららしし

てていいまますす。。例例ええばば、、テテレレワワーークク、、オオンンラライインン教教育育ややウウェェブブ会会議議シシスステテムムのの利利用用ななどどがが急急速速にに進進

みみ、、働働きき方方やや学学びび方方もも多多様様にに工工夫夫さされれててききてていいまますす。。ここれれららのの変変革革はは、、エエネネルルギギーー消消費費やや二二

酸酸化化炭炭素素のの排排出出をを削削減減ででききるるななどど、、環環境境面面ででのの効効果果もも期期待待さされれまますす。。22002200 年年４４月月にに国国際際エエネネ

ルルギギーー機機関関（（IIEEAA））がが公公表表ししたたレレポポーートトでではは、、ココロロナナ禍禍のの影影響響にによよりり、、世世界界のの 22002200 年年ののエエネネルル

ギギーー起起源源のの二二酸酸化化炭炭素素排排出出量量はは前前年年比比でで約約 88％％減減少少すするるとと見見通通ししてていいまますす。。ここののココロロナナ禍禍をを

教教訓訓にに、、引引きき続続きき、、地地球球環環境境にに優優ししいい生生活活様様式式やや経経済済活活動動ののあありり方方をを追追求求しし、、推推進進すするるここととがが

求求めめらられれまますす。。  
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【質問】社会の一員として、何か社会のために役立ちたいと思っているか、

それともあまりそのようなことは考えていないか 

                  出典：内閣府「社会意識に関する世論調査」 
出典：内閣府「社会意識に関する世論調査」 
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【質問】今後の生活において心の豊かさと物の豊かさのどちらを 

重視するのか 

  出典：内閣府「国民生活に関する世論調査」 
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図図２２－－８８  ここれれかかららはは心心のの豊豊かかささかか、、ままだだ物物のの豊豊かかささかか  図図２２－－９９  消消費費者者のの消消費費価価値値観観のの推推移移 

図図２２－－1100  社社会会へへのの貢貢献献意意識識  図図２２－－1111  社社会会へへのの貢貢献献意意内内容容（（上上位位５５項項目目））  
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８８．．SSDDGGssへへのの取取組組  

 

      ○○22001155 年年 99 月月のの国国連連ササミミッットトににおおいいてて、、豊豊かかささをを追追求求ししななががらら地地球球環環境境をを守守りり、、そそししてて「「誰誰一一人人

取取りり残残ささなないい」」ここととをを掲掲げげ、、22003300 年年ままででにに環環境境保保全全、、経経済済活活動動のの発発展展、、社社会会のの向向上上をを統統合合的的にに

実実現現すするるたためめのの世世界界共共通通のの普普遍遍的的なな目目標標ととししてて、、「「持持続続可可能能なな開開発発目目標標」」（（ SSDDGGss  ：：  

SSuussttaaiinnaabbllee  DDeevveellooppmmeenntt  GGooaallss））がが採採択択さされれままししたた。。国国ににおおいいててはは、、総総理理大大臣臣をを本本部部長長ととすするる

「「SSDDGGss推推進進本本部部（（平平成成 2288（（22001166））年年 55月月設設置置））」」でで策策定定ししたた「「SSDDGGss実実施施指指針針」」及及びび具具体体的的施施策策

をを取取りりままととめめたた「「SSDDGGssアアククシショョンンププラランン」」にに基基づづきき、、そそのの推推進進にに取取りり組組んんででいいまますす。。  

        ここれれららはは、、環環境境分分野野ににもも大大ききくく関関係係ししてておおりり、、世世界界共共通通のの普普遍遍的的なな目目標標ととししてて、、全全国国的的・・国国民民的的

なな実実践践活活動動ととすするるたためめににはは、、各各地地域域がが、、地地域域レレベベルルでで SSDDGGssのの開開発発目目標標にに対対ししてて積積極極的的にに取取

りり組組むむ必必要要ががあありりまますす。。  

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：国際連合広報センターＷＥＢサイト 

 

図図２２－－1122  SSDDGGｓｓ  1177ののアアイイココンン  
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７７．．価価値値観観やや行行動動意意識識のの変変化化  

 

○○内内閣閣府府のの世世論論調調査査ににおおいいてて、、物物にに関関連連すするる国国民民のの意意識識はは、、物物のの豊豊かかささよよりり心心のの豊豊かかささをを重重視視

すするる人人のの割割合合がが大大ききくくななっってていいるるななどど、、物物のの豊豊かかささかからら心心のの豊豊かかささへへとと変変わわっっててききてていいまますす。。まま

たた、、物物をを買買うう際際にに、、品品質質のの良良ささやや長長くく使使ええるるこことと等等をを重重視視すするる人人のの割割合合はは、、長長期期でで見見るるとと増増加加

ししててききてていいるるもものののの、、直直近近デデーータタでではは減減少少のの傾傾向向もも見見らられれてていいまますす。。ここののよよううなな中中でで、、物物やや資資

源源をを大大切切ににすするる環環境境にに配配慮慮ししたた暮暮ららしし（（エエシシカカルル消消費費））をを促促すすここととがが、、今今ままでで以以上上にに重重要要ととななりり、、

「「環環境境配配慮慮」」がが物物・・ササーービビススのの高高付付加加価価値値化化ににつつななががるるよよううなな工工夫夫がが必必要要ととななりりまますす。。  

※※エエシシカカルル消消費費･･････地地域域のの活活性性化化やや雇雇用用ななどどもも含含むむ、、人人やや社社会会・・環環境境にに配配慮慮ししたた消消費費行行動動ののこことと。。  

  

○○ままたた、、同同世世論論調調査査ででもも分分かかるるよよううにに、、社社会会へへのの貢貢献献意意識識がが高高ままっっててききてていいまますす。。一一方方、、人人口口減減

少少やや高高齢齢化化、、核核家家族族化化ななどどとと相相ままっってて地地域域ココミミュュニニテティィのの衰衰退退がが懸懸念念さされれるるななかか、、地地域域ココミミュュニニ

テティィにに活活力力ががああるる場場合合ににはは、、環環境境保保全全ににもも積積極極的的にに取取りり組組ままれれるるここととがが多多くくななるるここととかからら、、地地域域

ココミミュュニニテティィのの活活性性化化とと環環境境保保全全のの取取組組のの好好循循環環をを創創りり出出すすここととがが必必要要ととななりりまますす。。  

  

○○ココロロナナ禍禍ににおおけけるる新新たたなな生生活活様様式式ととととももにに、、人人々々のの価価値値観観やや行行動動意意識識にに大大ききなな変変化化ををももたたららしし

てていいまますす。。例例ええばば、、テテレレワワーークク、、オオンンラライインン教教育育ややウウェェブブ会会議議シシスステテムムのの利利用用ななどどがが急急速速にに進進

みみ、、働働きき方方やや学学びび方方もも多多様様にに工工夫夫さされれててききてていいまますす。。ここれれららのの変変革革はは、、エエネネルルギギーー消消費費やや二二

酸酸化化炭炭素素のの排排出出をを削削減減ででききるるななどど、、環環境境面面ででのの効効果果もも期期待待さされれまますす。。22002200 年年４４月月にに国国際際エエネネ

ルルギギーー機機関関（（IIEEAA））がが公公表表ししたたレレポポーートトでではは、、ココロロナナ禍禍のの影影響響にによよりり、、世世界界のの 22002200 年年ののエエネネルル

ギギーー起起源源のの二二酸酸化化炭炭素素排排出出量量はは前前年年比比でで約約 88％％減減少少すするるとと見見通通ししてていいまますす。。ここののココロロナナ禍禍をを

教教訓訓にに、、引引きき続続きき、、地地球球環環境境にに優優ししいい生生活活様様式式やや経経済済活活動動ののあありり方方をを追追求求しし、、推推進進すするるここととがが

求求めめらられれまますす。。  
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【質問】社会の一員として、何か社会のために役立ちたいと思っているか、

それともあまりそのようなことは考えていないか 

                  出典：内閣府「社会意識に関する世論調査」 
出典：内閣府「社会意識に関する世論調査」 
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【質問】今後の生活において心の豊かさと物の豊かさのどちらを 

重視するのか 

  出典：内閣府「国民生活に関する世論調査」 
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出典：株式会社野村総合研究所「生活者１万人アンケート

調査」 

図図２２－－８８  ここれれかかららはは心心のの豊豊かかささかか、、ままだだ物物のの豊豊かかささかか  図図２２－－９９  消消費費者者のの消消費費価価値値観観のの推推移移 

図図２２－－1100  社社会会へへのの貢貢献献意意識識  図図２２－－1111  社社会会へへのの貢貢献献意意内内容容（（上上位位５５項項目目））  
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